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フ
hy
ノ
ガ
タ

一硝
野
潟
湖
町
畑
一刷
山町
の
東
北
に

在
っ
た
。
白
川
川
の
削
訟
に
は
、長
さ
紅
百
円
出
十
川
也
、

制
二
百
聞
税
、
柿
野
・大
念
寺
・末
吉
・米
前
四
ヶ
村
の

入
合
潟
で
あ
る
と
記
し
、
能
間
見
名
跡
芯
に
は
、『前
野

の
悔
は
一
恩
に
二
恩
師
仰
の
昔
は
潟
な
れ
d

し
に
、
今
は

mLR
聞
き
抗
出
来
て
、
小
さ
き
芦
阪
に
成
。
て
あ

フ
夕
立
ン
ジ
一
一幅
念
寺

金
持
英
問
に
在
っ
て
、

民
宗
京
阪
に
関
す
る
o
初
め
事
以
坊
と
糾
し
、
川
丸

町
・一H川
阿
川
上
川
陣
内
に
ゐ
た
こ
と
も
あ
る
。

フ
テ
ネ
ン
ジ

一
碕
念
寺

珠
洲
市
北
方
に
在
っ
て
、

民
宗
一
束
振
に
鴎
す
ろ。

フ
ク
ノ

稲
野
刑
制
咋
州刷
出
刑
松
岐
に
附
加
す
る
郎官問。

古
へ
は
上
前
野
・
下
一
阿
野
の
二
村
が
あ
っ
亡
、
上
前

野
は
今
の
前
川町
、
下
副
野
は
今
の
大
念
苛
で
あ
る
と

僻
へ
る
。

フ
hγ
ト
メ
ノ
口
安
ロ
ザ
エ
モ
ン

一一岨
留
の
六
部
左

衛
門

石
川
川
町
制
留
の
人
o
家
的
に
、
文
総
中
初
代

六
郎
左
知
山

川
十
に
任
ぜ
ら
れ
、
二
代
六
郎
左
衛
門

跡
十
村
と
な
っ
た
と
あ
る
が
、
文
政
に
十
村
は
ま
だ

な
い
か
ら
何
か
烈
似
が
あ
る
だ
ら
う
o
二
代
六
郎
左

衛
門
は
は
永
十
入
年
波
し
、
知
年
三
代
刷
兵
衛
跡
十

村
と
な
り
、
放
路
二
年
御
扶
持
入
加
を
以
て
剥
せ
ら

れ
、
見
文
元
年
持
一両
の
内
一
一
叫
二
段
十
歩
を
拘
領
し

て
御
扶
持
人
と
な
白
、
二
年
夜
。
そ
の
引
間
代
州
兵

衛
の
時
無
組
御
技
持
λ
と
な
っ
た
。

フ
h
y
ナ
ガ

一暗
示

石
川
郡
山
ぬ
郷
に
印
刷
す
る
部

前。

フ
ク

A
U
 

和
と
文
保
と
の
中
川
に
記
さ
れ
て
ゐ
る

o
x白
木
誌

に
、
こ
の
村
衡
に
し
ん
わ
-ヲ
寺
及
び
坊
の
加
の
跡
が

あ
る
こ
と
を
服
せ
る
。

フ
ム
ン
ド
メ

福
留

臨
応
部
=
一
円
阜
の
内
の
小
手。

フ
h
y
ト
メ
シ
ン

一一
泊
習
新
石
川
刷
新
聞
闘
の
内
の

小
字
。

。。
』と
あ
る
。
今
は
全
〈
干
拓
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
級
年
中
以
後
は
四
人
と
成
っ
た
。

フ
ヲ
ノ
カ
ミ
一
一泊
の
一
押
務
政
の
時
正
且
初
に
来

一

フ
タ
マ
ス

一蹴
均

石
川
部
中
村
郷
に
邸
す
る
部

た
限
内
の
物
川
ひ
で
、

一
名
を
大
剛
朝
刊
仰
と
い
う
た
。

一
一
柄
。
冗
文
十
年
の
村
御
印
に
は
上
前
切
と
す
る
。
貨

安
笠
を
指
し、

お
多
前
聞
を
飢
の
右
側
而
に
懸
け
、

一
永
誌
に
、上
前
増
村
領
に
股
上
郎
と
い
ふ
が
あ
っ
て
、

『
御
座
っ
た
/
，
、
、
。
嗣
の
跡
が
御
座
っ
た
o
前
の
耐
と

一
股
上
市
左
術
門
の
院
跡
で
あ
り
、
叉
限
法
寺

・
興
浮

い
ふ
人
は
、
天
町
一天
の
榊
な
れ
ば
、

一
に
依
を
ふ
ん

一
寺
の
跡
が
あ
る
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
o

ま
へ
た
り
。
二
に
に
っ

こ
り
と
英
は
れ
て
、
三
つ
で
一

フ
ク
マ
ス
シ
ョ
ウ

語
釜
庄

隆
涼
粁
目
録
に
文

皆
拡
息
災
に
、
四
つ
で
慌
の
巾
よ
い
や
う
に
、
五
つ

一
正
元
年
五
且
汁
六
日
に
、『
赤
松
次
郎
知
行
加
到
凶
前

で
い
つ
も
の
如
く
な
れ
。
六
つ
で
無
川
短
命
を
、
七

一
錨
庇
、
小
笠
原
宮
内
少
納
可
詮
行
之
問
、
以
前
和
泉

つ
で
何
郁
な
い
や
う
に
、
八
つ
で
屋
般
を
建
て
ひ
ろ

一
昨寸
被
仰
出
。
』
と
あ
る
。
今
石
川
部
に
嗣
府
・
下
抑制憎

げ
、
九
っ
こ
な
た

へ
を
さ
ま

0
て
、
十
で
徳
は
ど
っ
一
が
あ
る
。

さ
り
。
』
と

胞

へ

た

。

一

フ
ヲ
マ
ス
ヤ
ハ
ク
ウ
一
一時
増
屋
白
鳥

松
任
の
俳

7
9
ノ
カ
ン
ピ
ヨ
ウ

一喝
野
干
瓢

須

町

都
原
野
一

人
千
代
尼
の
養
子
。
名
は
六
兵
衛
。
文
化
四
年
十
且

に
在
す
る
千
畑
で
、
滞
政
の
頃
は
名
目
出
と
ぜ
ら
九
、

一
十
七
日
夜
。
牒
究
践
と
訟
し
た
。

百
姓
助
太
夫
之
を
滞
伎
に
献
上
し
、
滞
か
ら
務
出
川
へ

一

フ
ク
Z
ヅ

語
水

湖
町
郡
い
山
知
院
に
即
す
る
部

も
泌
納
し
た
。

一
軒
。
能
且
有
名
跡
芯
に
、『
又
稿
水
村
も
公
徹
也
o
倣
山

7
ク
バ
h
F

ケ

一一縮
局

河
北
川州
五
ケ
庄
に
臨
す
る

一
川
の
紋
に
有
。
此
川
中
に
金
輪
際
に
泡
じ
た
る
と
い

郎

新

。

一

う

て

銅

山

間

し

が

た

き

石

有

。

水

の

上

へ

七

八

寸

も

は

7
9
ピ
サ

詰
久

河
祐
部
引
上
正
に
印
刷
す
る
部

一
仕
れ
て
あ
り
。
此
石
上
に
穴
る
り
。
夫
よ
り
水
誘
き

務

。

一

川
間
づ
る
な
あ
り
。
依
て
縞
水
の
名
有
。
』
と
あ
る
。

7
hγ
ピ
サ
ヤ
セ
ツ
ジ
ヨ
ウ
一
耐
久
底
零
杖

金
持
一

フ
ク
Z
ヅ
ジ
一
疏
水
寺

mm咋
榔
耐
水
に
在
っ
た
。

の
仙
人
。
石
引
川
知問時
間
間
耐
久間
出
の
家
に
住
吉
れ
、

一
山
川
配
を
丹
治
山
と
い
ひ
、
提
言
宗
に
邸
し
て
ゐ
た
。

栴
室
に
引
び
、
初
は
旅
坊
と
い
ひ
、
百
橘
川
九
代

・
一
今
凶
念
切
な
ど
の
{子を
援
す
も
の
は
、
耐
水
寺
の
坊

符
路
間
代
を
俄
い
だ
。
後
に
搬
門
ぜ
ら
れ
、
明
治
以

一
中
で
あ
ら
う
か
と
い
ふ。

後
小
武
川
町
新
坂
の
一
向
に
草
肢
を
結
び
、
演
は
他
の
家
一

フ
ク
ミ
ヅ
J
ジ
ン

語
水
の
隙

弘
治
三
年
の
限

に
山
川
町
し
、
そ
の
然
動

一
に
狂
人
の
如
く
で
あ
っ
た
一
来
合
臓
の
際
、
協
引
引
奴
除

・
三
宅
長
胤
等
が
加
到
の

が
、
詮
に
上
治
し
て
笛
附
の
滋
別
に
開
謝
L
、
去
っ

一
一
向
宗
徒
の
援
を
得
、
兵
三
千
を
率
ゐ
て
前
水
に
陣

て
自
決
し
た
と
似

へ
る
o

一

し

た

と

い

ふ

こ
と
が
あ
る
o
叉
天
正
入
年
一
一
一
且
長
池

ブ
グ
ブ
ギ
ヨ
ウ

武
具
奉
行

御
武
H
H
裕
行
の
始

一
加
の
越
中
の
守
山
か
ら
討
っ
て
問
た
時
に
も
耐
水
守

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
正
保
二
年
器
削
瓶
入
郎
が
命
一
(
一
に
削
念
坊
に
作
る
〉
に
陣
L
、
入
伏
山・
袋
脇
・仰

ぜ
ら
れ
、
見
文
元
年
に
は
、
石
黒
部
兵
衛

・
小
倉
五
一
性
寺
・小
竹
・束
馬
場
の
数
城
を
陥
れ
た
と
あ
る
。

兵
衛
・利
川
七
右
衛
門
・久
祢
見
牢
左
術
門
、
六
年
に
一

フ
タ
ラ
一
一明
滞

期
羽
咋
部
能
川
野
方
郷
に
臨
す
る
部

は
吉
川
七
左
衛
門
が
命
ぜ
ら
れ
て
以
来一伸一約
L
、
元

一
軒
。
古
へ
の
所
間
前
良
却
で
あ
る

0
4
ポ
ツ
カ
イ
ノ

フ
テ
ラ
ツ

一
一
耐
震
津
J
フ
タ
ラ

版
加
。

フ
h
y
ラ
ワ
カ
メ

一
韻
浦
若
和
布

羽
同
州州
』制
加
の

沿
海
に
一
段

L
、
掠
に
H(
の
民
良
好
で
あ
ろ
た
め
、
出

来
初
捕
若
利
布
の
名
が
高
か
っ
た
。

フ
ヲ
レ
ン
ジ

一一絹
窪
寺

山
胤
印
刷
川
般
的
に
花
っ

て
、
認
宗
来
振
に
邸
す
る
。

フ
ク
ロ

袋

河

北

部
金
浦
郷
に
幽
す
る
部
市
町
。

フ
ヲ
ロ

袋
臥
主
榔
仁
行
の
内
の
小
手
。

フ
ヲ
ロ
ジ
ヨ
ウ

袋
披
河
北
側
袋
に
あ
っ
た
。

資
料
の
制
自
に
、
袋
領
山
の
内
、
村
よ
り
来
五
町
に

古
城
跡
が
あ
り
、
お
時
制
七
左
術
門
が
之
に
陪
た
と
杷

ラ
イ
チ
ョ
ウ
副
総
の
来
朝
ハ
四
、
夜
瓜
前
の
総
省
。

十
四
、

餌
紛
の
山
木
紳
詰
伐
〉
。

7
0ラ
キ
リ
イ
シ
一
一蹴浦
切
右

羽
咋
部
副
抑
小

手
め
の
捕
か
ら
援
す
る
石
材
。
殆
ど
抑
石
に
近
い
卸

石
安
山
岩
で
、
和
総
色
を
裕
び
た
鈎
黒
色
の
紋
山
市
盟

関
な
も
の
で
あ
る
。
文
嗣
初
小
手
と
や
の
山
か
ら
産

す
る
も
の
も
柄
初
切
石
と
い
は
れ
、
判
石
安
山
岩
で

一
見
血
色
を
呈
す
る
が
、
印
刷
粒
状
動
黒
色
石
川
悦
巾
に
、

微
釧
な
る
制
判
長
石
と
削
石
と
を
合
ん
で
ゐ
る。

フ
ムγ
ラ
コ
ウ

超
満
溶
剤
制
的
制
副
測
に
在
る
。

出
目
的
が
中
央
に
笑

m
Lて
、
市
に
本
削
一
名
大
酬
が

あ
り
、
北
に
水
訓
が
あ
ろ。

大
測
は
日
記
さ
一
二
六

O
米
、

幅
一
入
米
乃
京
一
四
四
米
、
水
J

澗
は
い
投
さ
二
七
O

米
、
制
七
二
米
乃
京
一

O
八
米
。
港
口
何
れ
も
凶
北

に
問
か
う
て
ゐ
ろ
。

フ
テ
ラ
サ
ル
h
F

ヒ
コ
シ
ヤ
一
耐
浦
複
回
彦
社

羽

咋
郡
一附
浦
に
鎮
座
す
る
。
枇
地
に
摘
出
す
る
波
除
水

は
、
披
泌
を
叙
め
る
効
が
あ
る
と
て
、
水
手
等
之
を

汲
ん
で
釣
す
も
の
が
あ
っ
た
。
入
且
の
祭
轄
に
は
、

品
川
剛
山
紡
に
来
じ
、
大
捌
か
ら
水
，
制
へ
利
幸
し
て
、

務
上
の
安
全
を
守
泌
す
る
例
で
あ
る
。
今
狭
山
立
制

耐
と
勝
す
ろ
。

1¥ 
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